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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画像データに対してレイアウトの設定を行う設定手段、
　前記第１の画像データと合成する第２の画像データのレイアウトに、前記第１の画像デ
ータに対して設定されたレイアウトを反映させるか否か決定する決定手段、
　前記レイアウトの設定を反映して処理を施された前記第１の画像データ及び前記決定手
段により決定されたレイアウトを反映して処理を施された第２の画像データを用いて画像
を印刷するための画像データ出力する出力手段、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記設定手段によって設定されたレイアウト設定に従って前記第１の画像データの印刷
が行われたプレプリント紙を得るプレプリント紙取得手段を更に有し、
　前記出力手段は、前記設定手段により第１の画像データに対して設定されたレイアウト
を反映して処理を施された第２の画像データを、前記第１の画像データの印刷が行われた
プレプリント紙に印刷するための印刷データを出力することを特徴とする請求項１に記載
の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第２の画像データ及び前記設定手段によって設定されたレイアウト設定を受信し、
前記第１の画像データに対して設定されたレイアウトを反映して処理を施された前記第２
の画像データを前記第１の画像データの印刷が行われたプレプリント紙に印刷する手段を
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有している別の画像処理装置と接続されていることを特徴とする請求項２に記載の画像処
理装置。
【請求項４】
　前記決定手段による結果を適用するか否か選択するための表示画面を作成する手段を有
し、前記決定手段による結果を適用すると選択された場合のみ前記レイアウトを前記第２
の画像データの処理に適用することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記第１の画像データと合成する第２の画像データのレイアウトに、
前記第１の画像データに対して設定されたレイアウトを反映させるか否かユーザの指定に
よって決定されることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第２の画像データと合成が可能な第１の画像データが複数ある場合、該第１の画像
データの印刷時間、該第１の画像データを印刷したユーザ名、該第１の画像データ名、該
第２の画像データ名、該第１の画像データと該第２の画像データが合成された後の印刷画
像のプレビューのうち少なくともいずれかをリスト表示することを特徴とする請求項１に
記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第１の画像データを印刷した後に、前記第１の画像データの印刷が行われたプレプ
リント紙が給紙され第２の画像データの印刷指示を受けるまで、他の画像データの印刷指
示を受け付けないことを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記第２の画像データが複数のページから構成されている場合、前記第１の画像データ
に設定されたレイアウトを前記第２の画像データに対しても設定することを特徴とする請
求項１に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第２の画像データとして使用する画像データを編集した際、該編集の内容を画像編
集設定として前記レイアウト設定とともに登録する手段、
　前記第１の画像データを処理した時に設定されたレイアウトと前記画像編集設定の内容
に差がある場合は第１の画像データに対して設定されたレイアウトを第２の画像データに
対しても設定することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１の画像データはシアン、マゼンタ、イエロー、ブラックのトナーのうち少なく
とも１色を用いて印刷され、前記第２の画像データは透明トナーを用いて印刷されること
を特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　第１の画像データに対してレイアウトの設定を行う設定ステップ、
　前記第１の画像データと合成する第２の画像データに、前記第１の画像データに対して
設定されたレイアウトを反映させるか否かを決定する決定ステップ、
　前記レイアウトの設定を反映して処理を施された前記第１の画像データ及び前記決定ス
テップにより決定されたレイアウトを反映して処理を施された第２の画像データを用いて
画像を印刷するための画像データ出力する出力ステップ、を有することを特徴とする画像
処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記設定ステップによって設定されたレイアウト設定に従って前記第１の画像データの
印刷が行われたプレプリント紙を得るプレプリント紙取得ステップを更に有し、
　前記出力ステップは、前記設定ステップにより第１の画像データに対して設定されたレ
イアウト設定を反映して画像処理を施された第２の画像データを、前記第１の画像データ
の印刷が行われたプレプリント紙に印刷するための印刷データを出力することを特徴とす
る請求項１１に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
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　前記第２の画像データ及び前記設定ステップによって設定されたレイアウト設定を受信
し、前記第１の画像データに対して設定されたレイアウト設定を反映して処理を施された
前記第２の画像データを前記第１の画像データの印刷が行われたプレプリント紙に印刷す
るステップを実行している別の画像処理装置と接続されていることを特徴とする請求項１
２に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記決定ステップによる結果を適用するか否か選択するための表示画面を作成するステ
ップを有し、前記決定手段による結果を適用すると選択された場合のみ前記レイアウト設
定を前記第２の画像データの処理に適用することを特徴とする請求項１１に記載の画像処
理装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記決定ステップは、前記第１の画像データと合成する第２の画像データのレイアウト
に、前記第１の画像データに対して設定されたレイアウトを反映させるか否かユーザの指
定によって指定されることを特徴とする請求項１１に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記第２の画像データと合成が可能な第１の画像データが複数ある場合、該第１の画像
データの印刷時間、該第１の画像データを印刷したユーザ名、該第１の画像データ名、該
第２の画像データ名、該第１の画像データと該第２の画像データが合成された後の印刷画
像のプレビューのうち少なくともいずれかをリスト表示することを特徴とする請求項１１
に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１７】
　前記第１の画像データを印刷した後に、前記第１の画像データの印刷が行われたプレプ
リント紙が給紙され第２の画像データの印刷指示を受けるまで、他の画像データの印刷指
示を受け付けないことを特徴とする請求項１２に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記第２の画像データが複数のページから構成されている場合、前記第１の画像データ
に設定されたレイアウトを前記第２の画像データに対しても設定することを特徴とする請
求項１１に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１９】
　前記第２の画像データとして使用する画像データを編集した際、該編集の内容を画像編
集設定として前記レイアウト設定とともに登録するステップ、前記第１の画像データを処
理した時に設定されたレイアウトと前記画像編集設定の内容に差がある場合は第１の画像
データに対して設定されたレイアウトを第２の画像データに対しても設定することを特徴
とする請求項１１に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項２０】
　前記第１の画像データはシアン、マゼンタ、イエロー、ブラックのトナーのうち少なく
とも１色を用いて印刷され、前記第２の画像データは透明トナーを用いて印刷されること
を特徴とする請求項１１乃至１９のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項２１】
　コンピュータに、
第１の画像データに対してレイアウトの設定を行う設定ステップ、前記第１の画像データ
と合成する第２の画像データのレイアウトに前記第１の画像データに対して設定されたレ
イアウトを反映させるか否か決定する決定ステップ、
　前記レイアウトの設定を反映して処理を施された前記第１の画像データ及び前記決定ス
テップにより決定されたレイアウトを反映して処理を施された第２の画像データを用いて
画像を印刷するための画像データ出力する出力ステップ、を実行させるためのプログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、２つの画像データを１つの画像として出力する画像処理装置及び画像処理方
法及びそのプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルプリンティング技術において、特殊トナーを用いた多色の印刷方式が注目を集
めている。この特殊トナーの例として、印刷物の表面の凸凹を吸収することで印刷物の表
面に光沢感を表現できる透明トナーが挙げられる。
【０００３】
　透明トナーとは、色素を持たず無色透明な画像を付加するために用いられる透明記録剤
である。この透明トナーを使った印刷は、定着の回数を変えたり、印刷物における透明ト
ナーの適用面積を変えたりすることで、印刷物に様々な視覚効果を与えることができる。
例えば、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋのカラートナーと透明トナーを使って作像し、１度の定着で記録
紙上に印刷を完了する１パスプリントという方法がある。これに対して、ＣＭＹＫトナー
を使って記録紙上に作像・定着処理を行った後、さらに同じ記録紙上に透明トナーを使っ
て作像し、再度定着を行う２パスプリントという方法もある。
【０００４】
　２パスプリントは、一般的に１パスプリントよりも印刷物表面に光沢を出せる。
【０００５】
　また、ＣＭＹＫトナーにより作像された画像データの全部ではなく一部分に透明トナー
によって作成されたオブジェクトである透明トナー像を重ねる方法（以降、部分透明処理
とする）がある。部分透明処理を用いると、透明トナー像の作り方によって、印刷物の表
面に様々な視覚効果をもたせることができる。
【０００６】
　例えば図５（ａ）のように、ＣＭＹＫトナー像５０１に透明トナー像５０２をぴったり
重ねる方法がある。この手法を用いると、出力画像５０３のようにＣＭＹＫトナー像５０
１によって作成されたオブジェクトそのものを強調するような視覚効果を与えることがで
きる。また図５（ｃ）のように、ＣＭＹＫトナー画像５０７に透明トナーで作像した“ｃ
ｏｎｆｉｄｅｎｔｉａｌ”の文字画像５０８を重ねる方法がある。この手法を用いると、
出力物５０９に示すように、出力物にウォーターマークのような効果を持たせることがで
きる。ここで、前者のような透明トナー印刷方法を「ＣＭＹＫ画像データ依存型」の透明
トナープリント、後者を「ウォーターマーク型」の透明トナープリントとする。
【０００７】
　一方、多くの電子写真プリンタでは、画像印刷時に画像処理装置において回転／拡大・
縮小／Ｎｉｎ１（ページレイアウト）／反転／ネガポジ反転といった編集処理を行うこと
ができる。
【０００８】
　また、特許文献１では、記憶装置に格納されている画像データを最初に読み出してプリ
ントを行った際に用紙属性などの印刷設定を記憶しておく。そして、２回目以降に前記の
画像データを印刷する際、記憶されていた印刷設定で印刷を行うといった手法も開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００１－２４５０９４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　特許文献１に記載の技術では、１回目の印刷設定を２回目のプリント時にそのまま適用
している。よって、特許文献では、２回目に印刷する画像データの内容によって２回目に
印刷する画像データの印刷設定を切り替えるものではなかった。
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【００１１】
　また２回目に印刷する画像データの内容によって自動的に編集処理を切り替えることが
できず、ユーザの手間が省けない。
【００１２】
　また、ＣＭＹＫトナー用画像データ（以下、ＣＭＹＫ画像データ）に対して上記の編集
処理を行い、これに透明トナー用画像データ（以下、透明画像データ）を用いる印刷を行
う場合、透明画像データに対する処理について以下２通りの場合が考えられる。透明トナ
ー像に対してもＣＭＹＫ画像データに対して行った処理と同じ処理を行いたい場合と、そ
うでない場合とがある。
【００１３】
　透明画像データがＣＭＹＫ画像データ依存型の場合は、ユーザは透明画像データに対し
、ＣＭＹＫ画像データと同様の処理を施されることを期待する。例えばユーザは、図５（
ｂ）のように４ｉｎ１に設定したＣＭＹＫ画像データ５０４に対しては、透明画像データ
５０５も４ｉｎ１にして重ね合わせた像を作り、出力画像５０６を得ることを期待する。
透明画像データがウォーターマーク型の場合は、４ｉｎ１にするとウォーターマークを構
成する文字サイズが小さくなって視認性が損なわれる恐れがあるため、特にＣＭＹＫ画像
データの処理に合わせる必要はない。例えば図５（ｄ）のように４ｉｎ１に設定したＣＭ
ＹＫ画像データ５１０に対して、透明画像データ５１１のサイズはそのままにした方が、
“ｃｏｎｆｉｄｅｎｔｉａｌ”の文字の視認性を維持した出力物５１２を得ることができ
る。
【００１４】
　このように、透明画像データの内容、使用用途に応じて、ＣＭＹＫ画像データに合わせ
た印刷設定を透明画像データに適用するか否かを判断する必要がある。
【００１５】
　従来、ユーザがこの判断を透明画像データの内容や使用用途を随時確認して行っていた
ため手間がかかっていた。
【００１６】
　また、ＣＭＹＫ画像データに施した「７０％に縮小、反転させる」といった設定内容を
透明画像データに適用する際は、ユーザがＣＭＹＫ画像データに施した設定内容を記憶し
、透明画像データに対して改めてこの設定内容を設定し直さなければならない。
【００１７】
　ここでユーザが設定内容を間違えたり、オペレーションミスが起こると、透明画像デー
タに対してＣＭＹＫ画像データと同じ処理が適用されない可能性も考えられる。
【００１８】
　一方、ＣＭＹＫ画像データと透明画像データとでは、内容を変更しなければならない画
像処理が存在する。
【００１９】
　まず、透明画像データのガンマ・画像形成といった処理のパラメータとＣＭＹＫ画像デ
ータの処理パラメータは異なる。このため、ＣＭＹＫ画像データの設定をそのまま使用す
ると、透明画像データに適切な処理が行われない。また、透明画像データの印刷処理を行
う際、汎用的な画像データから透明画像データを作成する処理が必要となる。よって、Ｃ
ＭＹＫ画像データの印刷設定をそのまま透明画像データの印刷時に引き継いでもこの透明
画像データの作成処理を行うことはできない。このように、ＣＭＹＫ画像データと透明画
像データとではそれぞれ固有の処理が存在する。
【００２０】
　したがって、特許文献１の技術を用いても、上述した処理の違いに対応できない。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　前記課題を解決するため、本発明における画像処理装置は、
　第１の画像データに対してレイアウトの設定を行う設定手段、
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　前記第１の画像データと合成する第２の画像データのレイアウトに、前記第１の画像デ
ータに対して設定されたレイアウトを反映させるか否か決定する決定手段、
　前記レイアウトの設定を反映して処理を施された前記第１の画像データ及び前記決定手
段により決定されたレイアウトを反映して処理を施された第２の画像データを用いて画像
を印刷するための画像データ出力する出力手段、
　を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、第１の画像データと第２の画像データから成る画像を印刷する際に、
ユーザに手間を取らせることなく、データの内容や使用用途に適した処理を第２の画像デ
ータに対して行い、出力することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に関する画像処理システムを示すブロック図
【図２】ＭＦＰのリーダー部、プリンタ部の断面図
【図３】ＭＦＰの構成を示すブロック図
【図４】回転／拡大・縮小／反転部３１８Ｃのブロック図
【図５】透明画像データの重ね合わせ方を表す図
【図６】複数ページの透明画像データプリント時の印刷設定に関する説明図
【図７】グラフィックプロセッサの処理フロー例
【図８】アフィン変換における画像タイル操作の模式図
【図９】印刷設定テーブル例
【図１０】登録画像データ種別選択時のＵＩ例
【図１１】登録画像データ種別選択時のＵＩ例
【図１２】印刷設定と透明画像データを指定する際のＵＩ例
【図１３】２パスプリントの透明画像データ印刷開始時のＵＩ例
【図１４】２パスプリントの透明画像データ印刷開始時のユーザ確認ＵＩ例
【図１５】２パスプリント時のジョブリストＵＩ例
【図１６】透明画像データ印刷設定に関するモード設定ＵＩ例
【図１７】２パスプリントの透明画像データ印刷待機時のＵＩ例
【図１８】プリンタドライバから透明画像データを登録する処理フロー例
【図１９】原稿をスキャンして透明画像データを登録する処理フロー例
【図２０】１パス印刷の概要を示すフローチャート
【図２１】ＣＭＹＫ画像データプリント処理の概要を示すフローチャート
【図２２】透明画像データプリント処理の概要を示すフローチャート
【図２３】実施例３の概要を示すフローチャート
【図２４】ＣＭＹＫ画像データの画像処理を示すフロー例
【図２５】透明画像データの画像処理を示すフロー例
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　（実施例１）
　以下、本発明の発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。ここでは、
第１の画像データをＣＭＹＫトナーで作像し、第２の画像データを透明トナーで作像する
。そして給紙から排紙までを１回で行う、つまり定着を１度しか行わない１パスプリント
を例にとって説明する。
【００２５】
　また、画像処理装置に入力されたＣＭＹＫ画像データを印刷する際に、予め画像処理装
置内のメモリに登録されている透明画像データを用いる。このＣＭＹＫ画像データにより
作られる像と透明画像データにより作られる像を重ね合わせ、１パスプリントにより同時
に定着し印刷することを想定する。なお、本文中の「ユーザーインターフェース（以下、
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ＵＩとする）」とは、ローカルＰＣ１０２のモニタとＭＦＰ１０１、ＭＦＰ１０３の操作
部３１７の両者を指す。
【００２６】
　＜画像形成装置＞
　図１は、本発明に係る画像形成装置を示すブロック図である。オフィス１０内に構築さ
れたＬＡＮ１０４には、記録装置としてマルチファンクション複合機（以下、ＭＦＰとい
う）１０１、１０３、およびローカルＰＣ１０２が接続されている。ＭＦＰ１０１、１０
３は、原稿画像を読み取る機能を有しており、この読み取った原稿画像に対して画像処理
を行う。そしてこの画像処理が施された原稿画像は、原稿画像を読み取ったＭＦＰ自身か
ら印刷される。
【００２７】
　また、ＭＦＰ１０１で読み取った原稿画像に対して、ＭＦＰ１０３が画像処理を行って
印刷することも可能である。さらには、ローカルＰＣ１０２から送信されるＰａｇｅ　Ｄ
ｉｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（以下、ＰＤＬとする）言語を解釈してＭＦＰ
１０１、１０３が印刷することもできる。
【００２８】
　＜ＭＦＰ＞
　図２、図３は、ＭＦＰを示す図である。以下の説明は、ＭＦＰ１０１、ＭＦＰ１０３の
両方に適用される。図２を用いて１パスプリント時の動作について説明する。イメージス
キャナー（画像読み取り部）２０１は、原稿画像を読み取り、デジタル信号処理を行う。
また、プリンタ部２０２は、イメージスキャナー２０１によって読み取られた原稿画像に
対応した画像を用紙に印刷する。
【００２９】
　イメージスキャナー２０１は、鏡面圧板２００を含み、原稿台ガラス（以下、プラテン
という）２０３上の原稿２０４は、ランプ２０５で照射され、ミラー２０６、２０７、２
０８に導かれる。そして、照射された光は、レンズ２０９によって、３ラインの固体撮像
素子センサ（以下、ＣＣＤという）２１０上に像を結び、カラー情報としてのレッド（Ｒ
），グリーン（Ｇ），ブルー（Ｂ）の３つの画像信号がデータ処理装置２１１に送られる
。
【００３０】
　なお、ランプ２０５、ミラー２０６は速度ｖで、ミラー２０７、２０８は速度１／２ｖ
でラインセンサの電気的走査（主走査）方向に対して垂直方向に機械的に動くことによっ
て、原稿全面を走査（副走査）する。
【００３１】
　ここで、原稿２０４は、主走査および副走査ともに６００ｄｐｉ（ｄｏｔｓ／ｉｎｃｈ
）の解像度で読み取られる。読み取られた画像信号は原稿１ページ分の単位でデータ処理
装置２１１の内部のデータ蓄積手段に蓄積される。
【００３２】
　データ処理装置２１１においては、内部に蓄積された画像信号を画素単位で電気的に処
理し、Ｍ、Ｃ、Ｙ、Ｋの各成分に分解し、プリンタ部２０２に送る。また、データ処理装
置２１１の内部で、透明画像データ（ＣＬ）を画素単位で生成し、同じくプリンタ部２０
２へ送出する。送出されたＭ、Ｃ、Ｙ、Ｋ、ＣＬの画像信号がレーザードライバー２１２
に送られる。レーザードライバー２１２は、送られてきた画像信号に応じ、半導体レーザ
ー２１３を変調駆動する。レーザー光は、ポリゴンミラー２１４、ｆ－θレンズ２１５、
ミラー２１６を介し、感光ドラム２１７上を走査する。ここで、レーザー光は、上述した
読取時と同様に主走査および副走査ともに６００ｄｐｉ（ｄｏｔｓ／ｉｎｃｈ）の解像度
で書込まれる。回転現像器２１８は、マゼンタ現像部２１９、シアン現像部２２０、イエ
ロー現像部２２１、ブラック現像部２２２、クリア（透明）現像部２２３を含む。そして
、５つの現像部２１９～２２３が交互に感光ドラム２１７に接し、感光ドラム上に形成さ
れた静電現像を各色のトナーで現像する。
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【００３３】
　転写ドラム２２４は、用紙カセット２２５または用紙カセット２２６より供給される用
紙をこの転写ドラム２２４に巻き付け、感光ドラム上に現像された像を用紙に転写する。
【００３４】
　この様にして、Ｍ，Ｃ，Ｙ，ＫおよびＣＬ（透明）の５成分のトナーが順次転写された
後に、用紙は、定着ユニット２２７を通過して、トナーが用紙に定着された後に排紙され
る。また、この１パスプリントに対して２パスプリントでは、ＣＭＹＫトナーによる画像
のみ作像、定着した後、再び上記プロセスを経て、透明トナーによる画像を作像、定着し
てから排紙する。
【００３５】
　図３のブロック図を用いてＭＦＰ１０１，１０３の構成について説明する。
【００３６】
　図３の３１５～３２０は図２のデータ処理装置２１１に構成されており、３２１、３２
２はプリンタ部２０２に構成されている。同図において、入力画像処理部３１５は、紙原
稿などをイメージスキャナー２０１などの画像読み取り装置で読み取り、読み取られた画
像データに対して画像処理を施す。
【００３７】
　３１６に含まれるＮＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃａｒｄ）部は、ネ
ットワークを利用して入力された画像データ（主に、ＰＤＬデータ）をＲＩＰ部に渡す。
また、ＮＩＣはＭＦＰ内部の画像データや装置情報をネットワーク経由で外部に送信する
。また、３１６に含まれるＲＩＰ部は、入力されたＰＤＬデータを解読しＲＩＰ（Ｒａｓ
ｔｅｒ　Ｉｍａｇｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）展開する部分である。
【００３８】
　次に、入力された画像データは、ＭＦＰ制御部３１８に送られる。ＭＦＰ制御部３１８
は、入力されるデータや出力するデータを制御する交通整理の役割を果たしている。ＭＦ
Ｐ制御部３１８内には、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭが搭載されている。また、ＭＦＰ制御部
３１８に入力された画像データは、一旦メモリ部３１９に格納される。格納された画像デ
ータは、一時的に格納されたり、必要に応じて呼び出されたりする。そして、ＭＦＰ制御
部３１８内には以下のような処理部が存在する。
【００３９】
　印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａは、後述する印刷設定テーブルを印刷処理時に適
用するか否かを判定する。また、登録画像処理部３１８Ｂは、画像データをメモリ部３１
９内の登録画像格納部３１９Ａに格納したり、格納した画像データを呼び出したりといっ
た処理を行う。回転／拡大・縮小／反転処理部３１８Ｃは、画像の回転／拡大・縮小／反
転／Ｎｉｎ１といった処理を行う。
【００４０】
　印刷設定テーブル処理部３１８Ｄは、印刷設定テーブルの作成や、作成された印刷設定
テーブルを印刷処理時に画像データに適用させる。
【００４１】
　また、ＭＦＰ制御部３１８はメモリ部３１９内の印刷設定テーブル格納部３１９Ｂに、
印刷設定テーブルの格納や格納された印刷設定テーブルの呼び出しを行う。出力画像処理
部３２０では、画像データをプリントするために必要な画像処理が施され、プリンタ部３
２１に送られる。ここでは特に、ガンマ処理や画像形成処理などといった、画像データが
どの色版に使われるかによって変わる処理が行われる。
【００４２】
　プリンタ部３２１では、シートを給紙し、出力画像処理部３２０で作られた画像データ
をそのシート上に順次印字していく。プリントアウトされたシートは後処理部３２２へ送
り込まれ、シートの仕分け処理やシートの仕上げ処理が行われる。更に、操作部３１７は
、上記の様々なフローや機能をユーザが選択したり操作指示したりするためのものである
。また、操作部３１７の表示装置の高解像度化に伴い、メモリ部にある画像データをプレ
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ビューし、ユーザがそれを確認した結果、ユーザの満足がいく画像ならば印刷するといっ
た使い方もできる。このように、ＭＦＰには様々な機能と利用方法がある。
【００４３】
　＜画像の回転／拡大・縮小処理について＞
　回転／拡大・縮小／反転処理部３１８Ｃで行われる処理の例として、ここでは画像の回
転／拡大・縮小（変倍）処理について図４、図７、図８を用いて説明する。ＭＦＰ制御部
３１８内にある不図示のグラフィックプロセッサは、不図示のメインコントローラから画
像データを受け取り、メインコントローラの指示にしたがって回転などの所定の処理を行
い、処理結果をメインコントローラに送信する機能を有する。
【００４４】
　グラフィックプロセッサにおける各処理ブロックの構成を図４に示す。タイル分割部４
０２は、メインコントローラから受け取った画像信号を正方形の細かなタイルに分割する
役目を持つ。タイルのサイズはメインコントローラから指示されるものとし、任意のサイ
ズを取ることができる。本実施例では、説明の簡便さのために、タイルのサイズとしてデ
ィザマトリクスのサイズを取るものとする。タイル分割された画像は、メインコントロー
ラの動作指示により、必要に応じて画像合成部４０１あるいはアフィン変換部４０４に送
られる。画像合成部４０１は、２つの画像データをメインコントローラから受け取って格
納した２つの画像データに対して合成処理を施すものである。合成方法としては、２つの
入力画像における注目画素の画素値をそれぞれＡ，Ｂとすると、ＡｘＢ／２５６、もしく
は、｛Ａｘα＋Ｂｘ（２５６－α）｝／２５６（α：合成比率）、といった演算方法によ
り出力画像の画素値を算出する。あるいは、ＡとＢのうち画素値の大きい方の画素値を取
得するといった演算方法により出力画像の画素値を算出する方法がある。しかし、演算方
法は上記に限るものではない。
【００４５】
　画像合成部４０１は、上記αを生成する機能を有し、画像データの画素値からαを算出
することが可能である。
【００４６】
　合成後のデータは、タイル統合部４０３でＭＦＰ制御部３１８内に搭載される不図示の
ＳＲＡＭに確保された所定サイズのバッファの適切な位置に書き戻される。画像合成部４
０１が全てのタイルに対する処理を終えたら、グラフィックプロセッサはＳＲＡＭ上の画
像を読み出し、これをメインコントローラに転送する。アフィン変換部４０４は、メイン
コントローラにより設定された画像回転・変倍に必要なパラメータ設定に応じて画像デー
タに対してアフィン変換処理を行う。アフィン変換動作時にグラフィックプロセッサが行
う処理のフローの例を、図７を用いて説明する。このフローの各処理は、ＭＦＰ制御部３
１８内に搭載されているＣＰＵによって制御されたグラフィックプロセッサにより実施さ
れている。
【００４７】
　ステップＳ７０１で、メインコントローラから指示された回転角度や変倍率の設定に応
じて、グラフィックプロセッサは、ＳＲＡＭ上に処理結果の画像を保持するために必要な
サイズの出力バッファを確保する。次にステップＳ７０２で、グラフィックプロセッサは
、回転角度、主走査方向の変倍率、副走査方向の変倍率の設定をアフィン変換部４０４に
送信する。ステップＳ７０３で、グラフィックプロセッサは、メインコントローラが具備
するバスコントローラ（不図示）からの画像データ転送を受け、この画像データをＳＲＡ
Ｍに一時格納する。次にステップＳ７０４で、グラフィックプロセッサは、タイル分割部
４０２に画像をタイル分割するように制御する。
【００４８】
　タイル分割は、図８（ａ）に示すように、元となる画像８００を設定されたタイルサイ
ズとタイル先頭アドレスおよびオフセット間隔に従って分割する。具体的には、タイル１
１（８０１）、タイル１２（８０２）、タイル１３（８０３）、タイル２１（８０４）・
・・タイルＮＮ（８０５）のように分割する。グラフィックプロセッサは、分割したタイ
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ル画像を逐次アフィン変換部４０４に供給するように制御する。
【００４９】
　ステップＳ７０５において、グラフィックプロセッサは、アフィン変換部４０４がメイ
ンコントローラ１１１の設定に従って、タイル画像に対してアフィン変換を行うように制
御する。アフィン変換が行われたタイル画像はタイル統合部４０３に送出され、グラフィ
ックプロセッサはステップＳ７０６において、アフィン変換後の画像をＳＲＡＭ上に確保
された出力バッファに配置するようにタイル統合部４０３を制御する。
【００５０】
　図８（ａ）は、分割されたタイルが９０度回転後に統合された様子を示している。すな
わち、タイル１１（８０１）、タイル１２（８０２）、タイル１３（８０３）、タイル２
１（８０４）・・・タイルＮＮ（８０５）は、９０度回転により、８１１、８１２、８１
３、８１４・・・８１５の状態になる。
【００５１】
　そして、タイル統合部４０３は、９０度回転されたタイル画像を、９０度回転を想定し
た出力バッファ上の所定の位置に配置して９０度回転画像８１０を得る。また、図８（ｂ
）では、分割されたタイルが２倍拡大された後に統合される様子を示している。タイル１
１（８０１）、タイル１２（８０２）、タイル１３（８０３）、タイル２１（８０４）・
・・タイルＮＮ（８０５）は、２倍拡大により、８２１、８２２、８２３、８２４・・・
８２５のように２倍拡大される。そして、タイル統合部４０３は２倍拡大されたタイル画
像を所定の位置に配置して、２倍拡大画像８２０を得る。グラフィックプロセッサは、ス
テップＳ７０７において、全てのタイルを処理したかどうかをチェックし、全てのタイル
を処理していなければ、ステップＳ７０４に戻る。全てのタイルを処理していれば、ステ
ップＳ７０８で、グラフィックプロセッサはタイル統合後の画像データをＳＲＡＭから読
み出し、この画像データをメインコントローラに転送し、処理を終える。
【００５２】
　＜透明画像データ登録処理について＞
　透明画像データ登録処理について、図１８、図１９を用いて説明する。
【００５３】
　図１８は、ＰＤＬデータを用いて透明画像データを登録画像格納部３１９Ａに格納する
処理を説明するフロー図である。
【００５４】
　ステップＳ１８０１で、ユーザがＵＩを介して透明画像データとして登録したい画像デ
ータを選択する。ステップＳ１８０２において、ユーザがＵＩを介して登録したい画像デ
ータの画像種別指定を行う。つまり、画像データがＣＭＹＫ画像データ依存型なのか、ウ
ォーターマーク型なのかを選択する。
【００５５】
　ここで、第１の画像種別をＣＭＹＫ画像データ依存型、第２の画像種別をウォーターマ
ーク型とする。
【００５６】
　ステップＳ１８０３において、ユーザの選択を受信したＭＦＰ制御部３１８は、画像デ
ータを取り込み、画像処理装置内のメモリ部３１９Ａ登録画像格納部に画像種別指定され
た画像データを登録する。
【００５７】
　図１９は、透明画像として使用したい画像をスキャンして透明画像データとして登録画
像格納部３１９Ａに格納する処理を説明するフロー図である。
【００５８】
　ステップＳ１９０１で、ユーザが透明画像として使用するため画像処理装置内に登録し
たい原稿をスキャン台にセットし、ステップＳ１９０２に進む。
【００５９】
　ステップＳ１９０２で、ユーザはＵＩを介して登録したい画像データの画像種別指定を
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行う。つまり、画像データがＣＭＹＫ画像データ依存型なのか、ウォーターマーク型なの
かを選択する。ステップＳ１９０３において、ユーザの選択を受信したＭＦＰ制御部３１
８は、画像のスキャンを開始し、スキャンされた画像データは画像処理装置内の登録画像
格納部３１９Ａに登録される。
【００６０】
　図１８や図１９での画像データ登録時のＵＩの例が図１０である。ここでは、対象とな
る透明画像データ名と、画像種別の入力をユーザから指示されるようになっている。
【００６１】
　＜ＣＭＹＫ画像データの画像処理＞
　図２４を用いてＣＭＹＫ画像データの画像処理フローを説明する。ＣＭＹＫ画像データ
に対する画像処理は、ＭＦＰ制御部３１８内に搭載される不図示のＣＰＵにより実行され
る。
【００６２】
　ローカルＰＣ１０２からのＰＤＬデータやＭＦＰ１０１、１０３からの入力データはま
ずＲＧＢ画像として入力される。入力されたＲ、Ｇ、Ｂ信号は、ステップＳ２４０１の色
処理において、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ信号に変換される。
【００６３】
　Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ信号への変換は、式（１）に示すようなマトリックス演算か、Ｌｏｏｋ
　Ｕｐ　Ｔａｂｌｅを用いた補間演算により行われる。
【００６４】
【数１】

【００６５】
　また、ローカルＰＣ１０２からは、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ信号が送信されることがあるが、そ
の際には、ステップＳ２４０２に処理を進める。次に、ステップＳ２４０２のガンマ処理
において、このＭＦＰ１０１、１０３に最適なガンマ処理が各色に施される。そして、ス
テップＳ２４０３の画像形成において、各色に画像形成処理が施される。画像形成処理に
は、スクリーン処理や誤差拡散処理がある。ガンマや画像形成のパラメータは色ごとに異
なる。
【００６６】
　＜透明画像データの画像処理＞
　透明画像データの画像処理フローを、図２５を用いて説明する。透明画像データに対す
る画像処理は、ＭＦＰ制御部３１８内に搭載される不図示のＣＰＵにより実行される。
ステップＳ２５０１において、ローカルＰＣ１０２やＭＦＰ１０１、１０３からの入力画
像信号が、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号かどうかの判定を行う。判定の結果が、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の場合
、ステップＳ２５０２に進む。それ以外の信号の場合、ステップＳ２５０５において単色
か否かの判定を行う。単色である場合にはステップＳ２５０３に進む。それ以外の信号、
つまりＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋ信号の場合にはステップＳ２５０６において、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号に変
換する。変換の方法は、式（２）に示すようなマトリックス演算により行われる。
【００６７】

【数２】

【００６８】
　次に、ステップＳ２５０２において、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号は、１信号の単色に変換される。
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変換の方法は公知の演算式等により変換され、その演算式は一様ではない。また、Ｃ、Ｍ
、Ｙ、Ｋ信号をＲ、Ｇ、Ｂ信号に変換して、１成分の単色に置き換えているが、公知の方
法を利用して、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ信号から直接１成分の単色に置き換えることも可能である
。そしてステップＳ２５０３において、１信号に置き換えられた信号は、このＭＦＰ１０
１やＭＦＰ１０３が出力処理する際に最適な透明トナー用のガンマ処理を施される。続い
てステップＳ２５０４において、透明トナー画像形成のための画像形成処理が施される。
ここで、ガンマや画像形成のパラメータはＣＭＹＫ画像データのものとは異なる場合があ
る。
【００６９】
　＜１パスプリント時の処理フロー＞
　図２０を用いて、本実施例のメインとなる１パスプリント時の処理フローを説明する。
このフローのＳ２００３以降の処理はＭＦＰ制御部３１８内に搭載される不図示のＣＰＵ
により実行される。
【００７０】
　ステップＳ２００１において、ユーザがＵＩを介して登録画像格納部３１９Ａに格納さ
れている画像データの中から、使用する透明画像データ指定を行う。
【００７１】
　ステップＳ２００２において、ユーザがＵＩを介してＣＭＹＫ画像データの印刷設定を
指定し、印刷ジョブをスタートさせる。ここでの印刷設定とは、ＣＭＹＫ画像データに対
して回転、拡大・縮小、反転、ネガポジ反転、Ｎｉｎ１印刷（ページレイアウト）など、
ＣＭＹＫ画像データ出力時のレイアウトを決めるレイアウト設定を含む。ステップＳ２０
０１、Ｓ２００２で使用するＵＩの例として、図１２のようなものを用いるとよい。これ
を用いると、ユーザが印刷設定内容を選択でき、同時に透明画像データ名を指定できる。
【００７２】
　また、ここで、ユーザが指定した透明画像データが作像する画像とＣＭＹＫ画像データ
が作像する画像に対して、ＭＦＰ制御部３１８内に搭載されるＣＰＵ（不図示）にてマッ
チングを行う。そしてこの２つの画像を比較して、像の形が同じ場合はユーザが指定した
透明画像データの画像種別を「ＣＭＹＫ依存型」と判断してもよい。
【００７３】
　この場合、ユーザが透明画像データを登録する際に画像種別を選択していなくても、装
置内における画像マッチングにより、自動的に画像種別が決定される。
【００７４】
　続いてステップＳ２００３に進む。
【００７５】
　ステップＳ２００３で、印刷設定テーブル処理部３１８Ｄにおいて、ステップＳ２００
２で設定した印刷設定やパラメータを格納する、ＣＭＹＫ画像データ印刷設定テーブル保
持を行う。
【００７６】
　ここで、ＣＭＹＫ画像データ印刷設定テーブルの例を図９に示す。
【００７７】
　このテーブルには、使用するＣＭＹＫ画像データファイル名、透明画像データファイル
名、ジョブの発信元であるユーザ名、ジョブ開始時刻、レイアウト設定の内容を記述する
。
【００７８】
　レイアウト設定の内容は、例えば拡大縮小：７０％で行い、反転を行う、といったよう
に処理内容とそのパラメータを記述する。
【００７９】
　ステップＳ２００４において、印刷設定テーブル処理部３１８Ｄでレイアウト設定を含
むＣＭＹＫ画像データ印刷設定テーブルを参照し、回転、拡大・縮小等の処理を行うか否
かを判定する。これらの処理を行う記述がある場合はステップＳ２００５に進み、行わな
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い場合はステップＳ２００６に進む。
【００８０】
　ステップＳ２００５では、回転、拡大・縮小等の処理をＣＭＹＫ画像データに対して行
う。まず印刷設定テーブル処理部３１８Ｄが印刷設定テーブルを参照し、処理内容とパラ
メータを回転／拡大・縮小／反転部３１８Ｃに送信する。回転／拡大・縮小／反転部３１
８Ｃは、受信したパラメータを用いてＣＭＹＫ画像データに対し回転、拡大・縮小等の処
理を行う。ここでの回転等の詳細処理については、図７を用いて説明したとおりである。
【００８１】
　これらの印刷設定テーブルにおけるレイアウト設定を参照した画像処理は第２の画像デ
ータである透明画像データを印刷する際にも影響を及ぼす。続いてステップＳ２００６に
進む。ステップＳ２００６で、出力画像処理部３２０において、ＣＭＹＫ画像データ特有
の画像処理を行う。ここでの処理の詳細は、先に図２４を用いて説明したとおりである。
【００８２】
　ステップＳ２００７において、印刷設定テーブル処理部３１８Ｄが、これから使用する
透明画像データに対応づけてＣＭＹＫ画像データ印刷設定テーブルを印刷設定テーブル格
納部３１９Ｂに格納する。これにより、続いて処理する透明画像データとＣＭＹＫ画像デ
ータとの関連付けも行われる。続いてステップＳ２００８に進む。
【００８３】
　ステップＳ２００８で、印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａにおいて、これから処理
する透明画像データはＣＭＹＫ画像依存型かウォーターマーク型かどうかを判定する。こ
れは前述のステップＳ１８０２もしくはステップＳ１９０２でユーザにより登録された画
像種別を確認することで判断できる。
又は、透明画像データを登録した際に自動的に決定された画像種別を判定する。
【００８４】
　ＣＭＹＫ画像データ依存型であればステップＳ２００９に進み、ウォーターマーク型で
あればステップＳ２０１０に進む。透明画像データがＣＭＹＫ画像データ依存型であれば
、印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａが判定結果を印刷設定テーブル処理部３１８Ｄに
送信する。そして、透明画像データに対してＣＭＹＫ画像データの印刷設定におけるレイ
アウト設定を反映させる。
【００８５】
　つまり、透明画像データに対して、先に作成したレイアウト設定を含むＣＭＹＫ画像デ
ータ印刷設定テーブルを用いた画像処理である、ＣＭＹＫ画像データ印刷設定テーブル適
用画像処理を行う。ウォーターマーク型であれば特に印刷設定を変更せず、そのまま透明
画像データ用の画像処理へ続く。
【００８６】
　ステップＳ２００９で、登録画像処理部３１８Ｂが、印刷に用いる透明画像データを登
録画像格納部３１９Ａから呼び出し、印刷設定テーブル処理部３１８ＤがＣＭＹＫ画像デ
ータ印刷設定テーブルを印刷設定テーブル格納部３１９Ｂから呼び出す。印刷設定テーブ
ル処理部３１８Ｄは印刷設定テーブルを参照し、処理内容とパラメータを回転／拡大・縮
小／反転部３１８Ｃに送信する。回転／拡大・縮小／反転部３１８Ｃにおいて、そのパラ
メータを用いて透明画像データに対し回転、拡大・縮小等の処理を行う。続いてステップ
Ｓ２０１０に進む。ステップＳ２０１０で、出力画像処理部３２０において透明画像デー
タ特有の画像処理を行う。その詳細については、図２５を用いて先に説明したとおりであ
る。続いてステップＳ２０１１で、ＣＭＹＫ画像データと透明画像データからなる印刷デ
ータ作成を行う。そして、プリンタ部３２１においてこの印刷データを印刷するための処
理をし、一連の処理を終了する。
【００８７】
　このように、ＣＭＹＫ画像データと透明画像データを用いて１パスプリントする場合、
透明画像データを登録時に予め画像種別を指定しておくことで、自動的に透明画像データ
に対して印刷設定適用判定を行い適切な処理を行うことができる。
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【００８８】
　なお、本実施例ではＣＭＹＫトナーで作像した画像と透明トナーで作像した画像との重
ね合わせについて説明した。しかし、Ｋトナーなどの１色の有色トナーと透明トナーとの
組み合わせでも構わない。また、ＣＭＹＫトナーや透明トナーだけでなく、Ｒｅｄ、Ｇｒ
ｅｅｎ、Ｂｌｕｅ、Ｐｕｒｐｌｅ、Ｏｒａｎｇｅ、金、銀などの特色トナーとの組み合わ
せで用いても構わない。もちろん、第１画像データをＲｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、Ｂｌｕｅトナ
ーで、第２画像データを透明、銀トナーで、といったように、それぞれの画像データに使
用する色数は制限しないことは言うまでもない。
また、透明トナーを用いたが、透明インクを用いても構わないことは言うまでもない。
以下、同様に、特色トナーについて、特色インクである透明インク等を用いても構わない
。
【００８９】
　（実施例２）
　実施例１では、ＣＭＹＫトナー版と透明トナー版を同時にプリントする１パスプリント
の場合を例に挙げた。本実施例では、ＣＭＹＫトナーと透明トナーを２回の画像処理パス
に分けて印刷する。
【００９０】
　２パスプリントの手順としては、まず１パス目に、ＣＭＹＫトナーを使って第１の画像
データを印刷し、得られた印刷物をプレプリント紙とする。続いて２パス目として、この
プレプリント紙を再度プリンタの給紙口にセットし、透明トナーを使って第２の画像デー
タをプリントする。このような２パスプリントでの実施例を図２１、図２２を使って説明
する。なお、実施例１で説明したことと重なる部分については、簡易的に説明する。
【００９１】
　＜２パスプリント時の処理フロー＞
　図２１は１パス目のプリント処理を説明したフロー図である。このフローのＳ２１０３
以降の処理はＭＦＰ制御部３１８内に搭載される不図示のＣＰＵにより実行される。ステ
ップＳ２１０１において、ユーザがＵＩを介して登録画像格納部３１９Ａに格納されてい
る画像データの中から、使用する透明画像データを指定し、ステップＳ２１０２に進む。
ステップＳ２１０２において、ユーザがＵＩを介して回転、拡大・縮小など、ＣＭＹＫ画
像データの印刷設定を指定し、印刷ジョブをスタートさせる。実施例１と同様、ステップ
Ｓ２１０１、Ｓ２１０２では、図１２のようなものを用いるとよい。続いてステップＳ２
１０３に進む。
【００９２】
　ステップＳ２１０３で、印刷設定テーブル処理部３１８Ｄにおいて、ステップＳ２１０
２で設定したレイアウト設定を含む印刷設定やパラメータを記述した図９のようなＣＭＹ
Ｋ画像データ印刷設定テーブルを作成する。続いて、ステップＳ２１０４に進む。
【００９３】
　ステップＳ２１０４において、印刷設定テーブル処理部３１８Ｄでレイアウト設定を含
むＣＭＹＫ画像データ印刷設定テーブルを参照し、回転、拡大・縮小等の処理を行うか否
かを判定する。これらの処理を行う記述がある場合はステップＳ２１０５に進み、行わな
い場合はステップＳ２１０６に進む。
【００９４】
　ステップＳ２１０５で、回転、拡大・縮小等のレイアウトに関する処理をＣＭＹＫ画像
データに対して行う。まず印刷設定テーブル処理部３１８Ｄが印刷設定テーブルを参照し
、処理内容とパラメータを回転／拡大・縮小／反転部３１８Ｃに送信する。
【００９５】
　回転／拡大・縮小／反転部３１８Ｃは、受信したパラメータを用いてＣＭＹＫ画像デー
タに対し回転、拡大・縮小等の処理を行う。ここでの回転等の詳細処理については、図７
を用いて説明したとおりである。続いてステップＳ２１０６に進む。ステップＳ２１０６
で、出力画像処理部３２０において、ＣＭＹＫ画像データ特有の画像処理を行う。ここで
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の処理の詳細は図２４のとおりである。ステップＳ２１０７において、印刷設定テーブル
処理部３１８Ｄが、ＣＭＹＫ画像データ印刷設定テーブルをこれから使用する透明画像デ
ータに対応づけて印刷設定テーブル格納部３１９Ｂに格納する。これにより、続いて処理
する透明画像データとＣＭＹＫ画像データとの関連付けも行われる。続いてステップＳ２
１０８に進む。ステップＳ２１０８において、プリンタ部３２１においてＣＭＹＫ画像デ
ータの印刷処理を行い、１パス目の印刷処理を終了する。これにより、ＣＭＹＫ画像デー
タが印刷されたプレプリント紙取得がなされる。
【００９６】
　続いて、図２２を用いて２パス目のプリント処理について説明する。
【００９７】
　ステップＳ２２０１において、ユーザが、１パス目の印刷処理によってＣＭＹＫ画像デ
ータが印刷されたプレプリント紙を再度画像処理装置に給紙する。このプレプリント紙を
用いて、画像処理装置は透明画像データの印刷処理を開始する。ここで図１３のように、
プレプリント紙がセットされてジョブスタートされるまでの確認画面ＵＩを用いてもよい
。このようなＵＩを用いることで、ＣＭＹＫ画像データと透明画像データの組み合わせを
間違えることなく、２パス目のプリント処理が実行できる。
【００９８】
　ステップＳ２２０２で、印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａにおいて、これから処理
する透明画像データはＣＭＹＫ画像依存型かウォーターマーク型かどうかを判定する。こ
れは前述のステップＳ１８０２もしくはステップＳ１９０２でユーザにより登録された画
像種別を確認することで判断できる。又は、透明画像データを登録した際に自動的に決定
された画像種別を判定する。　ＣＭＹＫ画像データ依存型であればステップＳ２２０４に
進み、ウォーターマーク型であればステップＳ２２０３に進む。
【００９９】
　透明画像データがＣＭＹＫ画像データ依存型であれば、印刷設定テーブル適用判定部３
１８Ａが判定結果を印刷設定テーブル処理部３１８Ｄに送信し、透明画像データに対して
ＣＭＹＫ画像データの印刷設定におけるレイアウト設定を反映させる。つまり、透明画像
データに対して、ＣＭＹＫ画像データの印刷設定に含まれたレイアウト設定にて設定され
た内容と同じ設定を行う。
【０１００】
　ウォーターマーク型であれば特に印刷設定を変更せず、そのまま透明画像データ用の画
像処理へ続く。
【０１０１】
　ステップＳ２２０４で、登録画像処理部３１９Ａが対応する透明画像データを登録画像
格納部３１９Ａから呼び出し、印刷設定テーブル処理部３１８Ｄが対応するＣＭＹＫ画像
データ印刷設定テーブルを印刷設定テーブル格納部３１９Ｂから呼び出す。印刷設定テー
ブル処理部３１８Ｄはレイアウト設定を含んだ印刷設定テーブルを参照し、処理内容とパ
ラメータを回転／拡大・縮小／反転部３１８Ｃに送信する。回転／拡大・縮小／反転部３
１８Ｃにおいて、そのパラメータを用いて透明画像データに対し回転、拡大・縮小等の処
理を行う。続いてステップＳ２２０４に進む。ステップＳ２２０４で、出力画像処理部３
２０において透明画像データ特有の画像処理を行う。その詳細については、図２５で説明
したとおりである。続いてステップＳ２２０５で、プリンタ部３２１において透明画像デ
ータの印刷処理を行い、処理を終了する。
【０１０２】
　このように２パスプリント時においても、透明画像データを登録する際に予め画像種別
を指定し、保存しておくことで、自動的に透明画像データに対して適切な処理を行って印
刷することができる。
【０１０３】
　なお、本実施例では同一プリンタにてＣＭＹＫ画像データのプリントと、透明画像デー
タのプリントを行った。しかし、第１の画像処理装置としてＭＦＰ１０１にてＣＭＹＫ画
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像データを、第２の画像処理装置としてＭＦＰ１０３にて透明画像データをプリントする
といったように処理を分けて行ってもよい。その際、まずＭＦＰ１０１にて作成したＣＭ
ＹＫ画像データ印刷設定テーブルとそれに関連付けられた透明画像データをＭＦＰ１０３
に送信して格納する。これを受信したＭＦＰ１０３は、透明画像データの画像種別と上記
ＣＭＹＫ画像データ印刷テーブルを参照して、ＣＭＹＫ画像データが印刷されたプレプリ
ント紙に透明画像データの印刷処理を行うとよい。
【０１０４】
　（実施例３）
　＜透明画像データへ適用する印刷設定の確認＞
　実施例１や実施例２において、ＣＭＹＫ画像データの印刷設定に含まれるレイアウト設
定を透明画像データに適用するか否かは、印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａにおいて
自動的に判定されている。しかしユーザの目的によっては、判定結果がユーザの意思にそ
ぐわない場合も考えられる。例えば図５（ｅ）のような、４ｉｎ１にしたＣＭＹＫ画像デ
ータ５１３に対する透明画像データの処理を考える。透明画像データがウォーターマーク
型として登録されていても、出力画像５１５のような印刷物を得たい場合は、ＣＭＹＫ画
像データの印刷設定におけるレイアウト設定を反映し、４ｉｎ１の透明画像データ５１４
を作成する必要がある。そこで本実施例では、ＣＭＹＫ画像データ印刷設定の適用の有無
を、ＵＩでユーザに確認する場合について説明する。
【０１０５】
　図２３は、本実施例を１パスプリント時に実現する場合の処理フロー例である。
【０１０６】
　ステップＳ２３０１からステップＳ２３０７の処理は、実施例１を説明する図２０のス
テップＳ２００１からステップＳ２００７の処理内容と同じであるため、説明を割愛する
。このフローのＳ２３０３以降の処理はＭＦＰ制御部３１８内に搭載される不図示のＣＰ
Ｕにより実行される。
【０１０７】
　ステップＳ２３０８で、印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａにおいて、これから処理
する透明画像データはＣＭＹＫ画像依存型かウォーターマーク型かどうかを判定する。Ｃ
ＭＹＫ画像データ依存型であればステップＳ２３０９に進み、ウォーターマーク型であれ
ばステップＳ２３１３に進む。本実施例では、透明画像データがＣＭＹＫ画像データ依存
型であればＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を反映し、ウォーターマーク型であれば
特にレイアウト設定を変更せず、そのまま透明画像データ用の画像処理を行うと判定され
る。
【０１０８】
　ステップＳ２３０９において、ＣＭＹＫ画像データの印刷設定を透明画像データに適用
していいか、確認を行うための表示画面を生成し、ＵＩにて判定結果表示を行いユーザに
確認を求める。ユーザが満足する結果であればステップＳ２３１０に進み、レイアウト設
定を変更したくなければステップＳ２３１１に進む。また、ステップＳ２３１３の場合は
、ＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を透明画像データに適用しなくていいのか、ＵＩ
にてユーザに確認を求める。ユーザによってＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を適用
しなくていいと判断された場合はステップＳ２３１１に進み、適用したいと判断された場
合はステップＳ２３１０に進む。ここで、ステップＳ２３０９やステップＳ２３１３に使
用するＵＩの例を図１４に示す。ここに示す内容としては、透明画像データファイル名、
印刷設定内容に合わせて、適用の可否を選択するボタンなどがあるとよい。
【０１０９】
　続くステップＳ２３１０では、上記したステップＳ２００９と同様に透明画像データに
対し回転、拡大・縮小等の処理を行う。
【０１１０】
　そして次のステップＳ２３１１でも上述したステップＳ２０１０と同様に透明画像デー
タタ特有の画像処理を行う。続いてステップＳ２３１２で、プリンタ部３２１においてプ
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リント処理を行い、一連の処理を終了する。
【０１１１】
　このように、透明画像データに対してＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を適用する
前に、ユーザに確認するステップを設けることで、ユーザの目的に合わせて所望のプリン
トを行うことができる。
なお、本実施例は１パス印刷時のフローを用いて説明を行ったが、２パス印刷の際に本実
施例を用いることも可能である。
【０１１２】
　（実施例４）
　＜モードの切り替え＞
　ここでは、印刷設定の反映に関して複数の判定モードを設け、ユーザに予め選ばせる場
合に関して説明する。図１６が本実施例を説明するＵＩの例である。
【０１１３】
　この内容として以下のモードが挙げられる。
【０１１４】
　例えば、自動でＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を透明画像データに適用させるか
判定するモードと実施例３のようにユーザに確認させるモードがある。
【０１１５】
　また常にＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を透明画像データに適用するモードや、
常に適用させないモードなどが挙げられる。このようなモードを事前にユーザが選択でき
るようにする。
【０１１６】
　ここで設定されたモードは印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａでの判定条件として設
定される。自動で判定させるモードの場合は透明画像データの画像種別から判定させ、ユ
ーザに確認させるモードの場合は印刷設定テーブル適用判定部３１８Ａでの判定結果をＵ
Ｉで表示させユーザの判断を仰ぐ。また、常にＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を透
明画像データの印刷設定に適用するモードの場合は必ず印刷設定テーブルを適用させると
いう設定にし、常に適用させないモードの場合はその逆の設定をする。印刷設定テーブル
適用判定部３１８Ａでの判定結果は、印刷設定テーブル処理部３１８Ｄに送られ、印刷設
定テーブルに含まれるレイアウト設定の処理が行われる。その後の処理フローは、実施例
１や実施例２と同様である。
【０１１７】
　このように、本実施例のような切り替え手段を用いれば、ユーザの目的や印刷物の用途
に応じて、透明画像データに対する処理を切り替えることができる。
【０１１８】
　（実施例５）
　＜２パスジョブのリスト表示＞
　本実施例では２パス目の印刷を行う画像データが複数、同じ画像処理装置に送信された
場合について説明する。例えば実施例２と同様、２パスプリントの１パス目の印刷に使用
されたＣＭＹＫ画像データの印刷設定テーブル及びそれに関連付けられた透明画像データ
が、複数同じ画像処理装置に送信されたとする。
【０１１９】
　すると、１パス目の印刷が終わったプレプリント紙がどの２パス目の透明画像データに
対応するのかわからなくなる恐れがある。印刷ジョブとは、印刷装置の処理の単位であり
、印刷装置における一連の処理のことを指す。
【０１２０】
　そこで図１５のように、２パス目に用いられるであろう画像データの印刷ジョブをＵＩ
上にリストとして表示させる。リストに表示させる内容としては、次のようなものが挙げ
られる。１パス目の印刷時間、１パス目の印刷ジョブを送信し印刷指示をしたユーザ名、
第１の画像データ名であるＣＭＹＫ画像データ名、第２の画像データ名である透明画像デ
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ータ名、２パスプリント後の印刷画像のプレビュー等がある。
【０１２１】
　リストに表されている各ジョブにおいて、予め透明画像データは登録画像格納部３１９
Ａに、それに紐付けされている印刷設定テーブルは印刷設定テーブル格納部３１９Ｂにそ
れぞれ格納されているものである。
【０１２２】
　また透明画像データは、実施例１で説明したように、画像種別も予め一緒に登録されて
いる。ここでユーザにより、あるジョブが選ばれると、登録画像格納部３１９Ａに格納さ
れている透明画像データと、印刷設定テーブル格納部３１９Ｂに格納されている対応する
印刷設定テーブルが呼び出される。続いて印刷設定テーブル適用判定部３１９Ａにて印刷
設定テーブルにおけるレイアウト設定の適用判定がなされ、その結果が印刷設定テーブル
処理部３１８Ｄに送られて、レイアウト設定の適用の処理がなされる。２パス目の印刷処
理が終了したジョブはリストから削除される。
【０１２３】
　このように、本実施例のような手法を用いれば、ＣＭＹＫ画像データと透明画像データ
を２パスプリントする際、ユーザはリスト中から該当するジョブを選択し、正確にプリン
トを開始することができる。
【０１２４】
　（実施例６）
　＜２パス目の印刷ジョブ待ち時間設定＞
　本実施例では、２パスプリントが複数、同じ画像処理装置に投入される可能性がある場
合の処理について説明する。実施例５のように、複数の２パス印刷ジョブが投入される恐
れがある場合、ジョブの混同が起こらないように、ある２パス印刷ジョブに対応するプレ
プリント紙が給紙口にセットされて印刷が開始されるまでの待ち時間を設ける。
【０１２５】
　例えば待ち時間を５分とセットされた場合、ＭＦＰ制御部３１８内に搭載されている不
図示のタイマーにより５分間は他の「２パスプリントの１パス目プリント」ジョブを受け
付けない。その間、図１７のようなＵＩを操作部３１７に表示させる。ここでは、次にプ
リントされる予定の透明画像データ名、ジョブ開始時間、ジョブを投入したユーザ名、適
用される印刷設定、残りの待機時間を記載している。ここにプレビュー画像を表示させて
もよい。５分以内にプレプリント紙がセットされたら、図２２を用いて説明したようなフ
ローで処理を行い、タイマーをリセットする。その後、通常通りＭＦＰ制御部３１８はジ
ョブを受け付ける。５分経過しても２パス目のジョブが開始されない場合、ＭＦＰ制御部
３１８はタイマーをリセットし、図１７のＵＩ表示を解除させ、通常通り印刷ジョブを受
け付ける。
【０１２６】
　以上により、ＣＭＹＫ画像データと透明画像データを２パスプリントする際、１パス目
と２パス目の印刷の間に他の画像データを印刷してしまうことを防ぎ、プレプリント紙に
対応した透明画像データを印刷することができる。
【０１２７】
　（実施例７）
　＜複数ページに渡る透明画像データに対する印刷設定＞
　本実施例では、１パスプリント・２パスプリント処理において、透明画像データが複数
ページに渡っている場合の処理について図６を用いて説明する。例えばＣＭＹＫ画像デー
タ６０１を４ｉｎ１にして、複数ページに渡る透明画像データ６０２を重ねてプリントす
る場合を想定する。この複数ページに渡る透明画像データの内容は同じでも、異なってい
てもよい。この複数ページ分の透明画像データがＣＭＹＫ画像データに割り当てられてい
ればよい。
【０１２８】
　透明画像データ６０２が複数ページに渡っている場合、ユーザとしては４ｉｎ１にされ
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たいであろうと予想される。よって、この場合は、例え透明画像データがウォーターマー
ク型として登録されていたとしても、強制的にＣＭＹＫ画像データの印刷設定テーブルに
おけるレイアウト設定を透明画像データに適用して画像処理を行う。
【０１２９】
　なお、この実施例の場合、透明画像データ登録時のＵＩの例として図１１のように、Ｃ
ＭＹＫ画像データ依存型とウォーターマーク型の間に何段階かレベルを設けても良い。例
えば、画像種別「２」として透明画像データを登録すると、本実施例のような場合は４ｉ
ｎ１になるよう処理し、それ以外の場合はＣＭＹＫ画像データのレイアウト設定を適用し
ないといったように、適応的に透明画像データの処理方法を変えることができる。また、
画像種別「３」として登録すれば、透明画像データ処理時に必ずユーザに処理方法を確認
する、といった使い方もできる。
【０１３０】
　（実施例８）
　＜透明画像データが既に編集されて格納されている場合の処理＞
　本実施例では、透明画像データが既に回転／拡大・縮小などの編集された後に登録され
ている例について説明する。実施例１の処理の中で、例えば、透明画像データを４ｉｎ１
にして登録画像格納部３１９Ａに格納するとする。
【０１３１】
　この際、画像種別を登録するとともに、その編集内容（４ｉｎ１）を画像編集設定テー
ブルとして、一緒に印刷設定テーブル格納部３１９Ｂに登録しておく。
【０１３２】
　続いてＣＭＹＫ画像データを印刷する際、印刷設定適用判定部３１８Ａにて、使用する
透明画像データの画像種別の確認と、ＣＭＹＫ画像データの印刷設定テーブルにおけるレ
イアウト設定と透画像編集設定テーブルの比較を行う。両者の印刷設定に差がある場合、
例えばＣＭＹＫ画像データは通常サイズでプリントする設定になっていた場合、回転／拡
大・縮小／反転部３１８Ｃにおいて透明画像データを通常サイズに戻してから印刷処理を
行う。つまり、登録された透明画像データのレイアウト設定を参照しながら４ｉｎ１の設
定によって縮小されていた画像データに対して逆変換を行って、透明画像データを通常サ
イズに変換する。本実施例により、登録された透明画像データが予め編集済みであっても
、その画像種別に応じて、ＣＭＹＫ画像データに合わせて変換することができる。
【０１３３】
　（その他の実施例）
　また、本発明の目的は、以下の処理を実行することによっても達成される。即ち、上述
した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体を、
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵや
ＭＰＵ等）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出す処理である。この場合、
記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機能を実現する
ことになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明
を構成することになる。
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